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特別損失及び法人税等の計上並びに 

平成 30 年 12 月期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 30 年 12 月期第２四半期連結累計期間においてのれんの減損損失を特別損失として計上し、

また法人税等の更正による税額を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

また、当社は、平成 30 年２月 15 日に公表しました平成 30 年 12 月期の通期の連結業績予想につきまして、

下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 特別損失の計上 

当社は、当社の連結子会社である株式会社アリスマティックについて、当初策定した事業計画に対する

進捗状況や今後の業績見通しを踏まえて検討した結果、同社から発生したのれんについて当第 2 四半期

連結累計期間において減損損失として計上することになりました。減損損失として計上した金額は、655

百万円であります。 

２． 法人税等の計上 

当社は、当社の連結子会社である株式会社ファーストペンギン（以下「FP」という）において、東京国

税局による税務調査の結果、平成 27 年３月に行われた株式会社インフォトップキャピタル（同年 11 月

FP により吸収合）による株式会社インフォトップ（FP 旧名称）株式を時価より低い価額で取得したとし

て、簿価と時価との差額を受贈益として認識すべきとする平成 30 年 7 月 27 日付で更正通知書を受領い

たしました。 

当該更正通知を受けて、当第 2 四半期連結累計期間において法人税等の更正、決定等による納付税額及

び還付税額として 454 百万円を計上しております。 

当社及び FP は、当該取引について税務上適切に処理したと認識しており、更正処分に係る税額を一旦納

付した上で、東京国税局に対して引き続き、当社及び FP の主張の正当性を訴えていく予定であります。 

 

 

３． 平成 30 年 12 月期通期連結業績予想の修正（平成 30 年１月１日～平成 30 年 12 月 31 日） 



（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 23,000 4,000 4,000 3,000 178.66 円 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 33,000 3,400 3,200 900 53.59 円 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 10,000 △600 △800 △2,100 ― 

増 減 率 （ ％ ） 43.5 △15.0 △20.0 △70.0 ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（平成 29 年 12 月期） 

15,871 2,691 2,760 2,080 123.90 円 

 

（修正の理由） 

株式会社サイバード他３社の完全子会社化並びに株式会社リベル・エンタテインメントが配信している

「A3！（エースリー）」の順調な売上増加により、売上高は 330 億円の見込みであります。一方各コン

テンツ運営のためのランニングコスト及び TVCM 等への追加出稿による広告宣伝費の増加により営業

利益は 34 億円の見込みであります。経常利益につきましては、株式会社サイバード株式取得に際し金

融機関からの借入が増加したことから 32 億円の見込みであります。親会社株主に帰属する当期純利益

につきましては、のれんの減損損失の計上並びに法人税の更正による税額を計上していることから 9 億

円の見込みであります。 

 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実績の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以上 


